






要約:生活習慣病の危険因子として肥満,高血圧,血清脂質異常は重要である.幼児期(4-5

歳)における肥満・血圧・血清脂質の状況が小学校 4 年生(9-10 歳)においても影響がある

か否かを一般健常児の健診資料から検討した,対象は男子 110 名,女子 98 名であった.2 回

の健診の結果では幼児期肥満であった20 名中 4年生時肥満であったのは 20 名中 14 名,高

血圧幼児 1 名は 4 年生でも高血圧を示した.血清脂質は 4 年生で異常値の頻度が高かった

が特に動脈硬化指数は幼児期との関連が深かった.


